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村松 武さん（ 28歳：2004/1/13現在 ）
ERP コンサルタントとして企業の基幹システムの提案・開発に携わっている。 ERP パッケー

ジを導入したシステム開発を専門とし主に財務・管理会計系システムの開発に従事している。
パッケージ製品ノウハウの他にも、ネットワーク設計や UNIX システム管理といった広範な知
識を保有する。

最近のビジネス及び会計基準のグローバル化等による顧客からの要求の多様化に応えるた
め、幅広い業務知識及びコミュニケーション力の強化が必要と感じ、現在はニューヨーク大学
グローバル・サティフィケート・プログラムにてインターナショナル・ファイナンスとコミュニケー
ション学を学習中。

■最新NYU事情 村松さんの視点からトピック別(大学、クラスメイト等)にまとめた最新レポートです。

第１回 ニューヨークでの生活全般について
第２回 ALI（語学コース）の様子
第３回 SCPS（ファイナンス・コース）の様子

■参加プログラム情報

大学名： ニューヨーク大学 夏学期（5月～8月）新設しました！
プログラム： グローバル・サーティフィケート インターナショナルファイナンスコース
期間： 3.5ヶ月（2004年1月～4月）
場所： ニューヨーク、マンハッタン
宿泊先： ニューヨーク大学寮
村松さんの参加前TOEICスコア： 945点

http://www.globaledu-j.com/report_2_1.html
http://www.globaledu-j.com/report_2_1_2.html
http://www.globaledu-j.com/report_2_1_3.htm
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ニューヨーク大学に関して

ニューヨーク大学はニューヨークの街並みに溶け込んでおり、マンハッタン
のいたるところに施設があります。次の授業へ行くためにバスで移動なん
てことも普通にあります。ただ大学のメインの施設はワシントン・スクエアと
いうところに集中していますので、自然と学生たちが集まる場所になってい
ます。大学関連施設に入るには必ずStudent IDの提示を求められますの
で、まず到着したらStudent IDを作ったほうがよいでしょう。また映画や美

術館、コンサート等のチケットも学生割引がありますので、その恩恵をうけ
るためにも必須です。

私の一番のお気に入りはNYUのメイン図書館である、Bobst Libraryです。
1階から１２階まで吹き抜けになっており開放的な美しい建物です。膨大な
書籍、ビデオ、CDを保有していますが、いたるところに検索用のPCが設置

されており完全にデータベース化されているので書籍探しで困ることはない
と思います。また、設置されているPCから検索結果や作成したドキュメント

を印刷を実行するとどのプリンタからでも取り出せるようになっており、よく
システム化されていると感じました。

大学の事務処理に関して

日本の基準で考えると信じられないくらい『適当』という印象を受けます。寮に届いた手紙には授業料が
払われてない状態になってて慌てて実際に大学の会計係（Bursar's Office)まで問い合わせると違った

結果であったり、当日行ってみたらクラスがキャンセルになったり定員に達せず無くなったりで学期の初
めはバタバタするかと思います。ただ、『適当』な分『柔軟』に対応してくれますので、クラスが気に入らな
かったら、他に空きがあれば簡単に変えることは可能ですし、１，２回聴講してから決めることもできるよ
うです。何かあるたびに自分自身で確かめないといけないので、よい英語で交渉の練習になるかもしれ
ませんね。。これも異文化を知る上で貴重な体験かもしれません。

ニューヨーク大学に関して

寮に関して

ニューヨーク大学はたくさんの寮を持っており、場所もいたるところにありま
す。私が入った寮はワシントン・スクエア・ビレッジにある寮で大学関連施設
が集中している場所なので非常に便利なところです。一見日本の公団住宅
のような巨大なビルで、学生以外の人も住んでいます。入り口にはガードマ
ンがいて早く顔を覚えてもらわないと、毎回止められたりします。私の寮は
Studioタイプで１ルームを2人でシェアするタイプですが、部屋は結構広くて、
それぞれに机、ベッド、 タンスはあります。キッチンは冷蔵庫やオーブンはあ

るので道具さえ揃えればすぐにでも自炊できるようになっています。

私のルームメイトはアメリカ人の大学院生なので、それだけでとてもよい日
常会話の勉強になります。ルームメイトとの トラブルはよく聞く話ですが、私

の場合はとてもよいルームメイトでスポーツや音楽で共通の話題が多く今の
ところ楽しく 生活させてもらってます。話しかけてくれるのを待つのではなく、
積極的に話題を振るとうまくいくのではないでしょうか。 但し、あまりお互い

の生活を干渉しすぎないことも重要だと思います。なかなか日本人以外の人
と生活を共にする機会は 無いので、食生活や日常生活全般を見てるだけで

も大変興味深いです。ちなみにカレーを作ってあげたら大変好評でした。
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インターネット環境など

寮によって状況は異なるようですが、私の寮は大学のネットワークは設置されておらず、自分で用意す
る必要があり ました。私の場合はルームメイトが既にケーブルテレビとセットでインターネットも契約済み
でしたので、それをシェアする 形で使ってます。こちらのケーブル・インターネットは日本と比較すると体
感的にかなり遅く感じますが、普通に使う分には 申し分ないでしょう。大学の授業でインターネットを利
用したアサイメントがあったり、大学の情報がホームページに載って いたりするので、部屋でも使えるよ
うにしておくと便利だと思います。ただ、日本のケーブルサービスより値段は高い と思います。ちなみに
電話回線はルームメイトと話し合った結果、携帯があれば必要ないという結論になり敷きませんでした。

短期間であればプリペイド式の携帯を用意すれば十分だと思いますし、割安だと思います。

食事に関して

私の住んでいるところは『ビレッジ』と呼ばれており、おしゃれなカフェやバーが多く若者に人気のある場
所です。やはり量 はアメリカサイズで軽くサンドイッチと思っても食べきれないくらいの量だったりします。
また近くに日本のスーパーや日本 食屋も多く、食事にはまったく困りません。ただ、安いところでもチップ
等を含めると＄１０以上はするので食費は日本より 多めに考えたほうがよいでしょう。つい先週、毎年行
われる『レストラン・ウィーク』というイベントがあり、一週間だけ マンハッタン内の２００弱の一流レストラ
ンのディナーが＄３０で食べれました。ニューヨーカーは外食が好きらしく、投票で 決まるレストランのラ
ンキング雑誌が毎年発行されています。ちなみにこちらでは狂牛病の影響はまったく無く、タイムズ スク

エアにある吉野家も普通に牛丼が食べられます。。

アクティビティに関して

大学では学生に対して全て参加できないぐらい数多くのイベントを開催して
います。特に学期の最初は各種サークルの 説明会や登録する場があるの

で極力参加したほうがいろいろな人と出会えて面白いと思います。私も時間
の許す限り パーティには参加して人脈作りに励んでいます。ニューヨークは
本当に多種多様な人々が集まっていますので、単に 学校の勉強だけで留

学を終わらせるのは非常にもったいない環境であり、とても刺激的な街であ
ることは確かです。 今は授業も始まったばかりで勉強もハードでは無いの
で、週末は友人とスキーに行ったりNBAを観にいったりして楽しんでます。

スポーツに関してアメリカ人は自分のホームタウン・チームに対して非常に
熱狂的で小さい子供からおばちゃんまで阪神ファン 顔負けの野次を飛ばし

ているので面白いです。
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ALI（語学コース）の様子

セントラル・パーク

NYに到着して早1ヶ月。だいぶ生活も落ち着いてきて、自炊も始めたりして

います。と言っても簡単なものばかりですが・・・
最近は１ヶ月前の異常な寒さがうそのように暖かい日が続いています。先
日はとても暖かかったので、セントラル・パークに友人と散歩に行きました。
暖かかったおかげで人もすごく集まっており、あらためてここはニューヨー
カーの憩いの場なんだなと実感しました。
今回は私が受講しているクラスの様子を中心に話していきたいと思います。

コース概要

私は現在、グローバル・サティフィケートのインターナショナル・ファイナンス・コースを受講していま
す。コースの構成ですが、 基本的にインターナショナル・ファイナンスのトピックの中から４つクラス
を選択する形となっています。最初にクラスは仮に アサインされていますが、先生と話し合って自由

に変更することが可能です。私は以下の４つのクラスを受講しています。
①International Corporate Finance
②International Banking: Structure, Function, and techniques
③International Mergers and Acquisitions
④Running Your Own Import/Export Business
また上記以外に、２つの英語強化コース（WritingとOral Communication）を受講しています。クラス

の教授にも驚かれるのですが、１セメスタで６つのクラスは非常に大変です。どのクラスも容赦なく
宿題や大量に読んでくる範囲を出してくるので空き時間はほとんど図書館にいる状態です・・・

英語強化コース（ALI)について

NY大学のAmerican Language Institute(ALI)というカレッジでは、英語を母国語としない人たちの

ために英語を学習するクラスを提供しています。最初にレベル分けのためにプレイスメント・テストが
行われ、語学能力に応じたクラスに振り分けられ ます。私は以下の２つのクラスを受講しています。
①WorkShop in College English
②WorkShop in Oral Communication and Comprehension
但しクラス分けといってもその後、交渉次第で柔軟に対応してくれるので、先生が合わないと感じた
りしたら主張すべきでしょう。生徒の構成は、若干南米やヨーロッパから来てる人もいますが、ほと
んどがアジア人です。ただ通常の語学学校と比べると、企業派遣や現地で働かれてる人も多く受講
しているので、年齢層は高い印象を受けました。当然ですが皆さんモチベーションが高く、よい刺激
を受けながら学習できる環境です。
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街の表情 Ⅰ

アップタウンの街並み ダウンタウン

WorkShop in College English

このクラスは英語での読み書きの向上を目的としています。エッセーやポエムからアメリカ文化を学習
するとともに、作品に隠された真の意味を読み取り自分の意見を書いたり、サマライズしたりします。私
のクラスの先生は、トピック別にいくつかの作品を読み解き、ディスカッションを通じて作品に対してのレ
スポンスを書いていきます。今は『家族』を題材に授業が進められていまして、最近正式にマサチュー
セッツ州で認められるようになったゲイの結婚に関してや、ユナ・ボマーの弟の苦悩など様々な側面か
らトピックを見つめていき、自分の意見を固めていけるのでとても興味深いです。また作品を通じて、ア
メリカ的な表現、イディオムもたくさん学べるのも勉強になります。例えば『wet behind the ears』。耳の

後ろが濡れる・・・日本人にとってはさっぱり意味がわかりませんが、アメリカでは素人とか未熟者という
意味だそうです。読み書き向上のクラスと言っても、ひたすら書くという形式ではなく、むしろクラスでは
ディスカッションが多いです。※その代わり宿題が多いですが。１５人程度の人数なのでみんなで輪に
なって座り、意見を聞かれたり、質問したり、講義形式では無いので適度の緊張感があって楽しいです。
まず感じたのが先生のテンションが非常に高い・・・ことです。単語やわからない表現があった際には、
体いっぱい使って説明したりしてくれるので、わかりやすいです。

WorkShoo in Oral Communication

このクラスは主にスピーキング力の向上を目的として、発音やアクセント矯正といった英語を話す上
でのテクニックを学習します。
私の先生はイタリア人でして、ネイティブではないのですが発音は先生をやっているだけあって、非常
にクリアななまりの無い英語でしゃべっています。最初は多少、『せっかくだからネイティブの人に教え
てもらいたい・・・』と思いましたが、逆に先生も英語が母国語でないおかげで、外国人が英語でぶつ
かる壁や克服するテクニックも知っているのではないかと思います。
発音はしつこいぐらい徹底的に直されます。ただ、具体的に発音良く聞こえるためのコツも教えてくれ
るので、なるほどと思うことも。例えば、『TR』で始まる単語は普通に『T』を発音するより『チュ』という
感じで発音すると通じるそうです。トレイン（Train)ではなくチュレイン、トロピカル(Tropical)ではなく

チョロピカル・・・発音以外にも、ビデオを見て様々なアクセントの英語を聞き取り要点をメモしていった
り、プレゼンテーションをさせられたりします。
様々な国から来た人の英語を聞いて感じるのですが、日本人も然り国によっていろいろなアクセント
があり、非常に聞き取りにくい場合もあります。語学は真の目的ではなく自分の目標を達成するため
に必要なだけですが、最低限様々な国の人々と問題なくコミュニケーションを取れるぐらいのきれいな
英語はしゃべれるようにしたいと感じました。
次回はファイナンスのコースに関して報告したいと思います。
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WorkShoo in Oral Communication

このクラスは主にスピーキング力の向上を目的として、発音やアクセント矯正といった英語を話す上での
テクニックを学習します。
私の先生はイタリア人でして、ネイティブではないのですが発音は先生をやっているだけあって、非常にク
リアななまりの無い英語でしゃべっています。最初は多少、『せっかくだからネイティブの人に教えてもらい
たい・・・』と思いましたが、逆に先生も英語が母国語でないおかげで、外国人が英語でぶつかる壁や克服
するテクニックも知っているのではないかと思います。
発音はしつこいぐらい徹底的に直されます。ただ、具体的に発音良く聞こえるためのコツも教えてくれるの
で、なるほどと思うことも。例えば、『TR』で始まる単語は普通に『T』を発音するより『チュ』という感じで発
音すると通じるそうです。トレイン（Train)ではなくチュレイン、トロピカル(Tropical)ではなくチョロピカル・・・

発音以外にも、ビデオを見て様々なアクセントの英語を聞き取り要点をメモしていったり、プレゼンテーショ
ンをさせられたりします。
様々な国から来た人の英語を聞いて感じるのですが、日本人も然り国によっていろいろなアクセントがあ
り、非常に聞き取りにくい場合もあります。語学は真の目的ではなく自分の目標を達成するために必要な
だけですが、最低限様々な国の人々と問題なくコミュニケーションを取れるぐらいのきれいな英語はしゃべ
れるようにしたいと感じました。
次回はファイナンスのコースに関して報告したいと思います。

街の表情 Ⅱ

ミッドタウンからエンパイア 近所の教会




